
入館料  大人・個人270円・団体170円・大学生130円・団体60円
高校生及び18歳未満・65歳以上（年齢のわかるものが必要）は無料

交　通  近鉄橿原神宮前駅・飛鳥駅から　かめバス（周遊）「飛鳥資料館」下車
または近鉄・JR桜井駅から　石舞台行きバスで「飛鳥資料館」下車 

http : //www.nabunken.go.jp/asuka/

奈良文化財研究所初代カメラと山田寺東回廊

奈良県高市郡明日香村奥山601　電話0744－54－3561

講演会 日時：平成28年5月28日（土） 午後2時から 
 会場：飛鳥資料館講堂
 講師：井上直夫氏（元奈良文化財研究所 写真室）
 演題：「飛鳥の文化財を撮る眼」

イベント 「なりきりカメラマン―文化財写真技師の仕事体験」
 平成28年6月24日（金） 
 午前10時から/ 午後1時半から
 会場：飛鳥資料館講堂、事前申込制



■イベント
「なりきりカメラマン―文化財写真技師の仕事体験」
平成28年6月24日（金） 午前10時から/午後1時半から
会　場：飛鳥資料館講堂
定　員：各回10名（応募多数の場合は抽選）
受講料： 無 料（ただし、本館の入館料を別途お支払いください）
申込方法： 往復はがき表面に郵便番号・住所・氏名、

裏面に住所・氏名・電話番号・希望時間を
明記の上、下記住所までお申し込みください。

申込締切： 平成28年5月29日（日）必着
4×5カメラなど機材にふれながら、文化財写真技師の仕
事を体験します。体験内容は、スタジオの設置からライティ
ング、デジタルカメラによる仏像・土器・瓦などの複製品
の撮影、プリントまで。参加者には、撮影した写真を印刷
した絵葉書をプレゼントします。

文化財を守り、伝えるうえで、文化財写真は重要な役割を
担っています。奈良文化財研究所では、様々な文化財の調
査研究にあたり、多くの写真を撮影し、学術情報として保して
きました。

今日では、文化財を撮影した写真そのものが、歴史資料と
して文化財の範疇に加わるようになりました。既に失われてし
まった文化財や、地中に埋め戻された遺跡の様相、文化財
の経年変化を記録した写真は、実物にも匹敵する資料といえ
ます。一方で、文化財の魅力や、文化財への視点を引きだ
す鑑賞用の写真も、文化財写真の技術者たちの腕の見せ
所です。

また、近年の技術革新の波は、フィルムカメラからデジタル
カメラへの急激な移行を迫っています。奈文研では、フィルム
のデジタルアーカイブの作成など写真資料の残し方の研究も
進めています。

文化財の魅力を多くの人々、そして未来に伝える文化財写
真。本展覧会では、文化財写真の歴史と技術の展示を通して、
その価値と面白さをご紹介致します。

■特設コーナー　「文化財の撮影体験」
特別展期間中、会場内会場に設置された仮設スタジオで、
お手持ちのカメラを使って、文化財の撮影体験ができます。
ライティングや撮影角度による変化をお楽しみ下さい。
＊イベント等の写真撮影については、個人的な撮影・利用に限ります

岡寺　楼門（永野太造、1952年） 飛鳥池工房遺跡出土　富本銭（1999年） キトラ古墳壁画フォトマップの撮影（2004年）

〒634-0102 奈良県高市郡明日香村奥山601
Tel：0744‒54‒3561  Fax：0744‒54‒3563
http : //www.nabunken.go.jp/asuka/

交　　通：近鉄橿原神宮前駅・飛鳥駅から　かめバス（周遊）「飛鳥資料館」下車
または近鉄・JR桜井駅から　石舞台行きバスで「飛鳥資料館」下車
近鉄大和八木駅から（土・日・祝日のみ）橿原市コミュニティバスで
「飛鳥資料館」下車

駐 車 場：無料　普通車11台分（都合により閉鎖の場合あり）
近くに有料駐車場あり

開館時間：午前９時から午後４時30分　入館は午後４時まで◆
周
辺
地
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入 館 料：大　人

高校生及び18才未満、65歳以上（年齢のわかるものが必要）は無料

個　人　　27０円
団　体　　17０円

個　人　　13０円
団　体　　 6０円大学生


